
                         

 

 

 

はじめに 

３年生の皆さん、進級おめでとうございます。今年度、進路係を担当します、小笠原太郎です。 
いよいよ最上級生となり、これからの学校生活に向けて期待感を高めている一方で、進路選択の時期を
迎え、不安を抱えている人もいるのではないかと思います。しかし、臆することはありません。皆さん
はこれまでの２年間、学習だけでなく、行事や委員会活動において、自分の理想を描きながら、目の前
の課題を一つずつ解決してきました。それらの経験が、今、確実に皆さんの力となっています。進路も
同様です。自分の目標に向けて、やるべきことに精一杯取り組むことを続けていけば、自ずと道は拓か
れます。附属中学校の先生方は、皆さんの頑張りを全力で応援します。一緒に充実した一年を創ってい
きましょう。 

進路選択の基本的な考え方 

進路とは、「生涯にわたって自分が進む路(みち)」のことであり、「自分の生き方を自分の意志によ

って決定していくこと」をいいます。保護者の方の意向などもしっかり受け止めながら、あくまでも

自分自身で考え、決定していきます。進路選択は、様々なことを総合的に考えることが大切です。 

進路を選択するための具体的な行動 

◆常に情報収集に努めましょう！ 
・「進路だより」には大切な情報が書かれています。読んだ後は必ず保護者の方にも見せ、家庭で大切

に保管してください。 
・「進路のしおり(＝最新の進路情報を掲載！ 後日配付)」や入学案内(要項)やパンフレット・ポスタ

ーなどをよく読みましょう。 
・学校説明会、体験入学、学校祭などには可能な限り参加しましょう。実際に行ってみないとわから

ないことがたくさんあります。今後、進路だよりで案内していきます。「百聞は一見に如かず」で
す！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜さまざまな情報の収集＞ 

◆保護者の方・担任の先生と十分に話し合いましょう！ 
・日頃から、進路について保護者の方や担任の先生と十分に話し合いましょう。また、進路に関して分か

らないこと・悩みなどは、先生方に相談しましょう。（「自分から」の姿勢を大切にしましょう） 
 

進路選択に向けて必要な情報(例) 自分にあった将来の生き方 
 仕事・社会との関わり 
 生きがい・余暇の活用… 

上級学校の情報 
 全日制・定時制… 

 単位制・フィールド制… 

中学校卒業後の進路選択・決定 
高等学校 国立高専 
専門・専修学校 
就職… 

職業の世界 
 どんな職業があるのか 
 必要な資格・免許 
 職業観… 

自己理解 
 知識・学力・適性 
 性格・興味や関心 
 特技… 

自分を取り巻く環境 
 家族の希望や願い 
 家庭環境 
 地域性 
 社会的条件… 

現在の自分 

 

【保護者の皆様へ】 
 昨日、「進路意識調査」を配付しました。現時点での進路に対する考えを知り、今後の進路相談に生か

したいと考えております。家庭においてお子様と十分に御相談の上、保護者署名（楷書）と押印をお願い

令和７年４月１１日 

北海道教育大学附属札幌中学校  第１号 

 


